
 
 
 
  

大里柳校区社会福祉協議会小地域福祉活動第一次計画 



 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
2 

 



 

3 

 

 
 
  



 
4 

 



 

5 

重点実施項目 屋内外での休憩場所づくり 

１ 課題背景及び現状 

  商店街やスーパーマーケットがあり買い物に便利な校区ですが、買い物に来た人

の休憩する場所がほとんどなく、つらそうに歩く姿を見かけます。高齢者や障害者

に限らず、誰もが休憩できる場所づくりが必要です。 

２ 活動の方針・目標 

買い物で来られた誰もが休憩できる場所づくりを検討し、設置に向けて取り組み

ます。また、設置後はその情報を周知していきます。 

３ 段階的な取り組みの年次計画 

取り組み内容 
連携する 

機関 
R７ R８ R９ R10 R11 備 考 

休憩場所の検討 

・校区社協 

・自治会 

・まち協 

・民児協 

・市民センター 

・小学校 

・区社協 

・行政 

 

 

    

 

関係機関との調整 

 

    

 

設置方法の検討、実施 

 

    

 

休憩場所の周知 
 

 

   

 

活動の点検・評価・見直し
と報告 
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重点実施項目 担い手づくり 

１ 課題背景及び現状 

  若い世代が多い校区ですが、地域行事に若い世代の参加が少ない状況です。ま

た、地域行事を運営する校区関係者も高齢化が進んでおり、若い世代の担い手不足

に対しての対策が必要です。 

２ 活動の方針・目標 

子どもが参加する行事には親も参加するため、若い世代と中高年世代が交流でき

る場になります。若い世代に地域のことを知ってもらい、好きになってもらった後

に、行事を手伝ってもらうように働きかけ、将来の担い手を育てます。また、行事

の案内は PTA を通じて子育て世代にも周知していきます。 

３ 段階的な取り組みの年次計画 

取り組み内容 
連携する 

機関 
R７ R８ R９ R10 R11 備 考 

担い手づくりの検討 

・校区社協 

・自治会 

・まち協 

・民児協 

・市民センター 

・小学校 

・PTA 

・区社協 

・行政 

 

 

    

 

行事の周知（校区だより、
市 民 セ ン タ ー だ よ り 、
PTA の発信ツール） 

 

    

 

行事の実施 

 

    

 

担い手づくりの実施 
 

 

   

 

活動の点検・評価・見直し
と報告 
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重点実施項目 支援が必要な方の福祉支援体制づくり 

１ 課題背景及び現状 

  現在、福祉協力員は、町内会に加入している高齢者など支援が必要な方々の見守

りを行っています。しかし、支援が必要な方が町内会を脱退すると、支援の対象か

ら外れてしまう恐れがあります。そこで、支援が必要な方々のための福祉支援体制

を再検討する必要があります。 

２ 活動の方針・目標 

支援が必要な方を把握するためには、敬老会や地域行事などで一人暮らしの方の

情報を収集することが必要です。また、基本台帳の更新も重要です。そうした取り

組みを通じて、支援が必要な方ができるだけ支援から漏れないように、福祉支援体

制の再検討と実施を行います。 

３ 段階的な取り組みの年次計画 

取り組み内容 
連携する 

機関 
R７ R８ R９ R10 R11 備 考 

福祉支援体制づくりの検討 

・校区社協 

・自治会 

・まち協 

・民児協 

・市民センター 

・区社協 

・行政 

・小学校 

 

 

    

 

福祉支援体制づくりの実施 

 

    

 

福祉支援体制づくりの周知 

 

    

 

福祉支援体制づくりのため
の研修 

     

 

連絡調整会議での情報共有 
 

 

   

 

活動の点検・評価・見直し
と報告 
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